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煙樹ヶ浜松林におけるマツ類枯死木の増加要因について 
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摘 要 

 
和歌山県美浜町にある煙樹ヶ浜松林では，マツ類の枯死木本数が2018年度以降急増した．原因を明らかにする

ため，松林約78ha内で2019年春～夏季に確認された482本のマツ類当年度枯死木のうち，分布がほぼ均等にな

るよう90本（クロマツ39本，アカマツ43本，テーダマツ8本）を選定し毎木調査を実施した．枯死原因別に区

分したところ，マツ材線虫病（LAMP法）13本（14.4%），被圧4本（4.4％），潮風害61本（67.8％），不明12本

（13.3％）となった．以上から煙樹ヶ浜松林において2018年から続いているマツ類枯死木の増加は，マツ材線虫

病によるものも含まれるが，主として2018年の台風21号による激しい潮風害によるものであった．潮風害はク

ロマツ，アカマツ，テーダマツのいずれの樹種でも最も多い枯死原因であったが，クロマツでは潮風害に被圧が

影響を及ぼしており，海側林縁から 100ｍ以内の強い被圧により枝葉の減少したものが多く枯れていた．クロマ

ツは潮風害に強いものの，激しい潮風を浴び続けたことで葉枯れが発生し，それほど被圧されていないものは部

分的な枝葉枯れに留まったが，強度の被圧状態にあるものは被圧のために少なくなっていた枝葉をさらに失って

枯死に至ったと考えられた．アカマツは海側林縁からの距離や被圧状態に関わらず枯れており，風当たりが良い

ものが被害を受けた可能性がある． 


